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【緒言】電子デバイスの小型化，高機能化によりデバイス内での放熱の問題が顕著になってきている．

高分子材料は軽量かつ加工性に優れた絶縁体である一方，汎用樹脂の熱伝導率 λ（0.2 W m−1 K−1）は銅

の 2000分の 1である．高熱伝導性フィラーとのコンポジット化による熱伝導性の向上でもマトリック

ス高分子の高熱伝導化は重要である．高分子材料は熱エネルギーを輸送する媒体であるフォノンの散乱

を低減させて，その平均自由行程を長くすることにより高熱伝導化させられる．フォノン散乱は分子鎖

方向では起こりにくいため，分子鎖を配向させることでその方向に λを大きくすることができる[1]．し

たがって，液晶の配向秩序により分子鎖が配向する液晶性高分子は高熱伝導性高分子材料の１つとして

有力視されている．実際，電場印加しながら光架橋を施して調製し

た配向液晶ネットワークで，配向方向の λが 3.56 W m-1 K-1であった

という報告もある[2]．我々は，主鎖型液晶性ポリエステル PB-n (Fig. 1)

のスペーサー炭素数 nが 10の PB-10 がスメクチック I（SmI）液晶を

形成すること[3]，射出成型することにより長周期ラメラを配向させ，

厚み方向の λが 1.2 W m-1 K-1になること[4]を見出している． 

 本研究では，PB-n ポリエステル(n = 7–18)の熱拡散率 αを調査し，結晶化度と長周期ラメラ構造が α

に与える影響を調査した． 

【実験】4,4′-ジアセチルビフェノールとアルキルジカルボン酸の溶融重縮合により PB-nを重合した．降

温過程で，n が偶数の系は等方相‐SmI液晶‐結晶，PB-7，PB-9は等方相‐ネマチック液晶‐結晶相と

転移し，nが 7，9以外の奇数系は等方相から結晶化する．等方相から 10 ℃ min-1で降温して結晶化し

た試料について，長周期ラメラ構造と熱拡散率を調査した．相転移挙動は示差走査熱量(DSC)測定と広

角 X 線回折(WAXD)測定で，ラメラ長周期構造と熱拡散率測定はそれぞれ小角 X 線散乱(SAXS)測定と温

度波熱分析法により測定した． 

【結果】PB-nの αはラメラスペーシング D に対して正の相関を示した(Fig. 2(a))．αと Dの正の相関は

220 °C での熱処理によって D を変化させた PB-7でも確認された（Fig. 2(b)）．熱処理時間の増加に伴い

結晶‐液晶相転移エンタルピーΔHmが単調に増加する一方で，Dは増加したのち減少した．これらから

αは結晶化度よりも Dと強く相関することが分かった． 
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